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コドリンガについて

英名：Codling Moth

学名： (L.)Cydia pomonella

体長７～９mm位の蛾の一種で、りんご、なし、もも等のバラ科果

実やくるみの重要害虫として知られている。

本種はもともとヨーロッパ原産であるが、現在では赤道付近及び

極圏を除き、ほとんど全世界に分布を広げている。

卵は果実の表面や果実に近い葉面に産下され、ふ化した幼虫が果

実内に食入し、加害する。幼虫は老熟すると、体長が２０mmに達し、

体色は赤みがかった乳白色となる。老熟幼虫は蛹化するために果実

から脱出し、樹皮下や地上の落葉中に移動する。成虫は褐色の小さ

な蛾で、体長は７～９mm、前翅を広げた幅は１５～１７mmである。

なお、コドリンガの名前は英名のCodling Mothに由来する。

（Codling「未熟なりんご」＋Moth「蛾」）

発生地域：アメリカ（ハワイを除く）、中国、ヨーロッパ、アフリ

カ等

主な寄主植物：りんご、なし、もも、すもも、くるみ等
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